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有り 無し 外国語 外国語以外の教科 道徳 総合的な学習の時間 特別活動
小学校 68.0 32.0 67.1 52.9 7.0 29.3 17.2
中学校 59.1 40.9 33.1 45.0 7.7 30.2 13.9
表2【教職員以外の人材（報酬を受けない）の活用状況と活用内容】
有り 無し 外国語 外国語以外の教科 道徳 総合的な学習の時間 特別活動
小学校 84.1 15.9 12.1 80.7 6.5 74.1 36.5
中学校 60.3 39.7 9.1 39.2 11.5 71.2 28.0
間が足りず，厳しい状況にある。さらに，不安要素の強い発音については，声に出して慣れる
ことが大切であるが，そのための時間を確保することも難しい。今後，授業時数が十分に確保
された際には，発達段階に応じてどのように発展的に学んでいくのか，資質・能力を育成する
のか，評価はどのように行うのか，「主体的・対話的な深い学び」を実現させるための授業は
どのようなものか，言語材料で扱う英語の発音練習も含めて，3・4・5・6年各学年の授業
づくりや模擬授業を行いながら，学生の指導力を向上させていきたいと考える。
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